
日本無線硝子株式会社

　　当社の環境活動の特徴 代表取締役社長　依田　正樹

２０１４年７月

環境方針の詳細は、弊社のホームページをごらんください。（www.jrg.co.jp）

２０１３年４月～２０１４年３月（平成２５年度活動）

　日本無線硝子は、ガラス製造を通じて資源やエネルギーの大切さを学び、地球環境の保全が人
類共通の最重要課題の一つであると認識し、環境と調和した企業活動を行うことによって、健全
で豊かな社会の実現に貢献します。

環境方針　基本理念

　これは、「ストップ温暖化埼玉ナビゲーション２０５０」の取り組みの一環です。
また、日清紡ホールディングス企業グループの一員として、環境への取り組みの共通化のひと
つ、廃棄物のリサイクル向上に努めています。（以上、ＣＳＲ活動の一環）

　当社の事業の特徴は、ガラス職人の高度な技能から生まれる質の高い製品の成型、加工にあり
ます。これらの製品は、電球用バルブやＸ線管などの医療機器、さらには宇宙を解き明かすカミ
オカンデの光電子増倍管まで、多岐にわたり社会に貢献しています。

　お客様の欲する製品を、適正な価格、適切な納期でご提供することが、結果的に環境負荷の低
減につながる、これが製造業である日本無線硝子株式会社の、環境経営の基本的な考え方です。

　硬質ガラス製品を製造している当社は、すべての環境への取り組みが、エネルギー使用の効率
及びガラス原料（地球資源）の有効利用になるように、年度の環境目標を設定しています。

　これらの指標を埼玉県の施策「目標設定型排出量取引制度」に求め、二酸化炭素の排出量を基
準年度比６％削減することを目標とし、社会の要請に応えています。

　これからも、限りあるエネルギーや資源をいかに有効に活用するか、職人技能と自動機械との
共存を目指し、日夜努力して参ります。

　ここに「環境レポート２０１４」をまとめました。私たちの環境への取り組みとその現状につ
いて、ご一読いただき、ご意見をいただければ幸いに存じます。

    コンテンツ 
■当社の環境活動の特徴 
■体制図 
■環境中期目標 
■温暖化対策 
■環境パフォーマンス 

■平成２５年度の 

  環境目標・実績 
■平成２５年度の 

  環境活動 
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金属とガラスの融着 
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　　環境マネジメント体制図

　　環境中期目標

基準値：４,９３８ｔ－ＣＯ２
※（平成１７年度～１９年度平均値）

※昨年実施の第３者検証機関により修正（－５５t）されました。
※これは、埼玉県の目標設定型排出量取引制度に対応したものです。

産業廃棄物のリサイクル率　　９６％以上

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

目標量 4,938 4,543 4,543 4,543 4,543 4,543

削減率 ８％ ８％ ８％ ８％ ８％

実績
4,100

(17%減)
4,166

(16%減）
4,355

(12%減）

　　温暖化対策（中期計画）

● 成型現場の作業用大型エアコンの更新 　　●ガラスカットの自動化研究

● 電気炉の運転方法の改善 　　●小型炉の運転手順見直し

● 成型作業の半自動化研究

平成２３年度～２６年度のＣＯ２排出量の平均値　基準値比８％削減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県条例は６％削減）

ＣＯ２排出量
（ｔ－ＣＯ２）

埼玉県条例：第１計画期間
基準値

第１期間の
平均値上乗せ目標
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内部監査グループ 

※環境関連法定管理者 
 
当社は第２種エネルギー管理指定
工場です。 
エネルギー管理士、公害防止管理
者、その他の法定管理者が選任さ
れ、活動しています。 

 １．地球温暖化対策を強化し、環境にやさしい事業活動を目指す 

 ２．環境負荷の低減 

 １．電力使用量削減の取り組み  ２．ＬＮＧ使用量削減の取り組み 

清里駅前街路灯 
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　　環境パフォーマンスの現状

■下水排水水質分析結果 法規制値 測定値
ＢＯＤ 600mg/l 22.5
ＳＳ 600mg/l 29
鉛化合物 0.1mg/l 0.01未満
砒素化合物 0.1mg/l 0.01未満

定期的に採水し分析していますが、ＢＯＤや
鉛、砒素等の値は、規制値を大きく下回って
います。

日本無線硝子 
工場 

ガラス原料 
380トン 

   エネルギー 
 

 電力  4,879MWh 

 ＬＮＧ 1,147km3 

 酸素     60km3 

 水素       14km3 

      取水量 
 
   上水道  11.5km3 

    用紙 
 

  Ａ４換算枚数 

  126,375枚 

大気への排出 
 4,355t-CO2 

（ＰＲＴＲ排出量 2.5kg） 

ガラス生産量 
137t 

排水量 
 下水 

11.5km3 

埋立処分 
5t 

リサイクル 
308t 

（ＰＲＴＲ移動量） 
120kg 

《注》リサイクルにはガラスくず
以外に、レンガくず、廃るつぼ
等が含まれます。 

るつぼ、炉材等 
39トン 
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　　平成２５年度の環境目標とその実績

目標：ＣＯ２排出量を、平成１７～１９年度平均値を基準とし、８％削減
（県条例は６％削減）

目標：産業廃棄物のリサイクル率　96％以上

　　平成２５年度の環境活動

　１．作業及び工程見直しによるエネルギー効率向上を目指す

　２．環境整備

　３．生物多様性への対応

　４．社会貢献

■

■

NPO法人による近隣の河川美化運動の
活動を情報として入手しました。本活
動参加を通じ社会貢献活動を推進して
行きます。

エコキャップ運動に継続して取り組ん
でおります。平成２５年度は、
約14,500個回収し、ポリオワクチン
３６名分相当となりました。

地下水に、周辺生物に悪影響を及ぼす有害物質が、規制値を超えて含まれていないか監
視しています。これまで法規制を超えたことはありません。
　※この監視は、埼玉県生活環境保全条例に基づいて実施しています。

実績：基準値　4,938ｔに対し、平成２５年度　4,355ｔ　 １１．８％削減
　　　　目標に対し、昨年度に引き続き大幅達成となりました。

定期環境測定項目として、大気汚染防止法および下水道法による規制物質を監視してい
ますが、いずれの項目も規制値を大幅に下回っております。

当社のＣＯ２排出量の９９％は、電力とＬＮＧが占めており、それぞれ、ほぼ半々の割
合です。従って電気炉と坩堝のエネルギー管理が重要と考え、管理手法の研究に継続し
て取り組んでおります。

実績：98.4％　　目標を達成しました。細長い管について従来の処分方法を変更（業者
変更）し、分別処理を行った事で改善しましたが費用、処理の面で更に改善する余地が
あり、今後もこの棒状ガラス管処理に工夫を行い、目標を上回る努力をします。

ＣＯ２、電力削減対策として、省エネ
（夜間電力使用）タイプの自動販売機
に切替え、電力削減に努めています。
また、使用頻度の少ない自動販売機の
撤去も実施しました。この様な活動を
今後も継続して行きます。

日本無線硝子株式会社 
〒356-0011 
埼玉県ふじみ野市福岡 
                   ２－１－８ 

 １．地球温暖化対策の強化 

 ２．環境負荷の低減（環境保全の継続的取り組み） 

手吹き職人によるガラス成型 
発行：環境グループ 

夜間電力使用タイ
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